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は、東海・東

害廃棄物の発

行うが、東

めた広域処理

び市町村が策

棄物対策指針

おいても、災

棄物処理計画

災害廃

東南海・南海の

発生が予想さ

日本大震災で

理が行われた
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災害発生から
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廃棄物処理

の３連動地震
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では、市町村

た。このため

害廃棄物処理

25年度末ま

らの速やかな

向けた検討調

理計画検討

震や南海トラ

災害廃棄物

村の処理能力

め、環境省は

理計画と整合

までに策定す

な復旧・復興

調査を行う。

討調査につ
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災害廃棄物処

ている。 
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処理計画の策
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策定を求める

制などを示し
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防

る

し
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２ 主な事業内容 

(1)  基礎調査 

・災害廃棄物の種類別・地域別の発生量予測調査 

・廃棄物処理施設等の現況・被害予測調査 

(2)  計画素案（計画の骨子）作成 

・リサイクルを考慮した効率的な処理フロー（仮置場、中間処理、最終処分）の検討 

・災害廃棄物処理計画実行のための国・県・市町村等の組織・連絡体制の検討 

・上記検討を踏まえた発生時応急対策、復旧・復興対策、地域別処理対策などを示した県計画素案

（計画の骨子）作成 

(3)  市町村の計画策定支援 

・市町村が策定する災害廃棄物処理計画における広域的な協力体制構築に向けた検討 

・市町村連絡調整会議の開催 

 

３ スケジュール 

  平成26年度は、基礎調査、計画素案の作成、市町村の計画策定に向けた支援を行い、平成27年度

に、計画素案に基づき、市町村等調整を行った上で、計画策定を目指す。 

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

愛知県地域防災計画 ○防災会議

（防災局） ・地域防災計画の見直し

市町村等の相互応援協定締結

愛知県災害廃棄物処理計画

　基礎調査・処理フロー等検討

　計画素案（計画の骨子）作成 ○

　市町村計画策定支援

　市町村等調整・広域処理の検討

　計画策定（予定） ○

実施内容
平成25年度 平成26年度 平成27年度

 ○一般廃棄物処理施設又は下水処理施設が被災した場合の市町村等の相互応援協力

 

 

 


